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シャットネラ アンティーカ赤潮の養殖魚への影響

漁場環境部 主任研究員 高杉朋孝

【はじめに】

九州西部に位置する八代海は，日本有数のブリ養殖が盛んな海域である。当海域では，

2009年，2010年に発生したシャットネラ アンティーカによる赤潮により，鹿児島県海域

で合計 57 億円の甚大な漁業被害が発生した。この大被害を受けて，行政，研究機関，漁

協等が一丸となって様々な赤潮対策や研究開発を進めてきた。鹿児島県水産技術開発セン

ターは，現場におけるシャットネラ赤潮の魚毒性を把握して的確な赤潮対策の推進を図る

ため，関係機関と連携し，赤潮発生時に主にブリを用いた曝露試験等を実施してきた。過

去の研究や被害状況から，ブリ成魚についての致死細胞密度等の知見は揃いつつあるが，

当歳魚や，カンパチ，マダイなど他魚種の知見は不足している。そのような中，2021 年

の 7月から 8月にかけて，八代海でシャットネラによる赤潮が発生したので，ブリ 2歳魚，

ブリ当歳魚の他，カンパチ，マダイ等を用いて曝露試験を実施した。

【材料及び方法】

八代海において，2021 年 7 月 16 日から7月 22日にかけて，養殖魚を用いた曝露試験を

実施した。まず，赤潮非発生海域で入手した複数魚種（ブリ，カンパチ，マダイ等）を漁

船の活間に収容して赤潮発生海域まで航行した。船上検鏡により，目標とする細胞密度の

シャットネラ細胞を含む海水を確認したら，デッキに設置したポリカーボネート製の 500

L 水槽に海水をバケツで汲み入れ，試験魚を収容した（図 1）。曝露試験は 6 時間を上限

とし，魚の行動観察，水温，溶存酸素，細胞密度等の測定を行った。魚がへい死した場合

は，へい死までの時間の記録を行い，速やかに魚体サイズの測定を行った。また，一部の

魚体については鰓の採取を行い，0.1mol リン酸緩衝液 2 ％グルタールアルデヒド溶液で

固定し，電子顕微鏡観察に供した。

【結果及び考察】

ブリ 2歳魚（平均 2,320 g，2尾収容）は，90 cells/mLの赤潮海水に曝露した場合，1尾

は約 3時間でへい死し，1尾は生残した。一方で，500 cells/mL以上の赤潮海水では 2時

間以内に全滅した。過去の研究結果と併せて推察すると，ブリ２歳魚の最低致死細胞密度

は40～90cells/mLの間にあると考えられた（図 2）。ブリ当歳魚（平均 350 g，25尾収容）

は，830 cells/mL以上の赤潮海水においては一部へい死したが，338 cells/mL以下では全て

生残した。このことから，ブリ当歳魚のシャットネラ赤潮に対する感受性は 2歳魚より低

い可能性が示唆された。

カンパチ 3歳魚（平均 3,470 g，2尾収容）は，386 cells/mLの赤潮海水において約 4時

間で全滅した。マダイ 3歳魚（平均 1,511 g，5尾収容）は，2,675 cells/mLの赤潮海水中

で 6時間以内に全滅した。マサバ当歳魚（平均 526 g，18尾収容）は，660 cells/mLの赤

潮海水で 13 尾がへい死した。シャットネラに対する感受性を魚種間で直接比較するため

に，複数魚種を同一水槽に収容した曝露試験も実施した。ブリ 2歳魚 1尾，カンパチ 3歳
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魚 1尾，マダイ 3歳魚 2尾を収容した場合，580 cells/mL及び 10,000 cells/mLの赤潮海水

において，ブリが最初にへい死し，マダイが最も長く生残した。マダイ 3歳魚 2尾，シマ

アジ 2歳魚 2尾（平均 930 g），カワハギ 2歳魚 2尾（平均 253 g），トラフグ 2歳魚 2尾

（平均 616 g），トラフグ当歳魚 2尾（平均 91 g）を収容した場合，670 cells/mL及び 3,000

cells/mL でシマアジが最初にへい死し，その後，マダイ，カワハギがほぼ同時にへい死し

たが，トラフグは成魚，稚魚ともに生残した。以上の試験結果からマダイ，マサバ，カワ

ハギ，トラフグはブリ，カンパチ，シマアジと比較して，シャットネラ赤潮に対する感受

性が低いと考えられた。

曝露試験時に採取した鰓の電子顕微鏡観察の結果，ブリ 2歳魚のへい死個体については，

過去の試験で確認されたように，二次鰓弁列の小出鰓動脈側前面が粘液由来と思われる付

着物で覆われているのが確認された。カンパチの 3歳魚，シマアジの 2歳魚も同様の症状

が確認された（図 3）。

本研究成果の一部は水産庁事業「漁場環境改善推進事業（赤潮被害防止技術の開発）」

により得られた。

図１ 曝露試験の実施状況

図２ 異なる細胞密度のシャットネラ アンティーカに曝露した際の

ブリ２歳魚の各個体ごとの生残またはへい死時間

図３ へい死した供試魚の鰓の状況（左：ブリ，右：カンパチ）

0 1 2 3 4 5 6

40（ブリ１）

40（ブリ２）

90（ブリ１）

90（ブリ２）

110（ブリ１）

110（ブリ２）

492（ブリ１）

492（ブリ２）

6550（ブリ１）

6550（ブリ２）

試験開始からの経過時間（ｈ）

細
胞
密
度
（
ce
lls
/m

L ）

2017年（H29）

2016年（H28）

：6時間以内にへい死

：6時間生残

：過去の結果


